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本
年
四
月
二
十
一
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
非
正
規
雇
用
の

方
々
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
法
定
化
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
山
川
百
合
子
議
員
が
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
田
村
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
「
被
用
者
だ
け
傷
病
手
当
を
法
制
化
す
る
と
個
人
事
業
主
か
ら
批
判
さ
れ
る
」
と
の
趣
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

 

な
ら
ば
個
人
事
業
主
も
含
め
て
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
べ
き
と
考
え
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
特

例
措
置
で
、
非
正
規
雇
用
の
被
用
者
を
対
象
と
し
て
、
八
割
の
自
治
体
が
国
保
の
特
別
調
整
交
付
金
を
使
っ
て
傷
病
手
当
金
を

支
給
し
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
年
度
の
交
付
額
を
厚
生
労
働
省
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
に
一
億
三
千
万
円
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
、
二
〇
一
九
年
度
の
特
別
調
整
交
付
金
交
付
額
千
三
百
二
十
七
億
円
の
わ
ず
か
〇
・
一
％
に
す

ぎ
な
い
。
つ
ま
り
財
源
は
十
分
あ
る
と
考
え
る
。 

 

国
保
制
度
の
制
定
経
緯
か
ら
み
て
も
、
国
保
の
保
障
対
象
を
広
げ
る
の
は
時
代
の
流
れ
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
「
個
人
事

業
主
の
場
合
は
、
金
額
の
算
定
根
拠
が
な
い
」
と
い
う
が
、
全
国
芸
能
従
事
者
労
災
保
険
セ
ン
タ
ー
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で

も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
自
治
体
の
単
独
予
算
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
個
人
事
業
主
に
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
て
い
る

自
治
体
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
宮
城
県
松
島
町
、
愛
知
県
東
海
市
、
岐
阜
県
飛
騨
市
、
鳥
取
県
岩
美
町
、
愛
媛
県
宇
和
島
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市
、
北
海
道
赤
平
市
の
五
市
二
町
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
金
額
の
算
定
に
工
夫
を
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
や
は
り
自
治
体
の
単
独
予
算
で
一
定
額
の
傷
病
見
舞
金
（
一
時
金
）
制
度
を
設
け
た
自
治
体
は
、
同
じ
く
全
国
芸
能

従
事
者
労
災
保
険
セ
ン
タ
ー
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
北
海
道
美
幌
町
、
埼
玉
県
深
谷
市
、
埼
玉
県
朝
霞
市
、
埼
玉
県
志

木
市
、
埼
玉
県
和
光
市
、
埼
玉
県
新
座
市
、
埼
玉
県
上
里
町
、
滋
賀
県
甲
賀
市
、
滋
賀
県
野
洲
市
の
七
市
二
町
あ
り
、
十
万
円

～
三
十
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。 

一 

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
過
去
二
～
三
年
分
の
同
月
の
税
務
申
告
書
（
八
月
分
な
ら
同
月
分
）
と
、
医
療
機
関
や
業
務
委

託
契
約
先
か
ら
の
証
明
書
を
要
件
と
し
て
、
傷
病
手
当
金
の
金
額
を
決
定
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法

で
全
国
一
律
の
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

厚
生
労
働
省
は
昨
年
七
月
に
五
つ
の
自
治
体
で
同
様
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
調
べ
た
だ
け
で
、
そ
の
後
、
実
態
把
握
を

行
っ
て
い
な
い
。
多
様
な
働
き
方
が
増
え
る
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
個
人
事
業
主
が
苦
し
む
中
、
国
保
の

傷
病
手
当
金
を
法
定
化
す
る
の
は
時
代
の
流
れ
で
は
な
い
か
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
保
護
、
支
援
を
国
と
し
て
取
り
組
む
と
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
居
住
自
治
体
に
よ
っ
て
支
援
が
あ
る
な
し
の
差
が
あ
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
は
そ
れ
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以
前
の
社
会
の
課
題
、
矛
盾
を
あ
ぶ
り
だ
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
奇
貨
と
し
て
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

個
人
事
業
主
、
非
正
規
雇
用
の
被
用
者
に
対
し
て
も
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
法
定
化
す
る
こ
と
を
視
野
に
、
ま
ず

は
全
国
で
ど
れ
く
ら
い
の
自
治
体
が
単
独
予
算
で
個
人
事
業
主
に
傷
病
手
当
金
や
傷
病
見
舞
金
を
出
し
て
い
る
か
を
調
べ
、

そ
の
よ
う
な
先
進
的
な
自
治
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
金
額
を
算
定
し
て
い
る
か
、
実
態
把
握
し
、
分
析

し
、
公
表
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


